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自分を守る！ ▶初動体制の構築 役割やルールを決める 

009
飼育者とペット両方を守る「ペット防災」の

普及啓発 

取組主体 

一般社団法人 HUG 

従業員数 想定災害 実施地域 

3 人 全般 福岡県 

・ペット飼育者、自治体、ボランティアへ向けたペット防災の啓発活動を行うことで飼育者の防災意識向上を目

指している。

1 取組の概要 

・一般社団法人 HUG（ハグ）は、ペット防災の広報によ

り、動物愛護の在り方を啓発していく団体として、全国

各地でペット防災に関するセミナーや講演を実施してき

た。

福岡市にて「ペット防災アクション」の監修を務める 

・2021 年 9 月からは、福岡市にて「ペット防災アクショ

ン」のプロジェクトについて、アドバイザーとして監修

を行った。このプロジェクトは、福岡市の異業種 9 社が

市民の課題をスピード解決する共同事業体「Fukuoka 

Smart City Community」の市民調査で、「ペット防

災」が最も関心が高いという結果から始まったものであり、

参画企業が連携して「ペット防災」に関する啓発を行っていくものである。 

2 取組の特徴（取組の狙い、工夫した点、差別化した点等） 

飼育者とペット両方の命を守るために、以下のような取組

を実施した。 

ペットを守るために、まず「自分」を助ける、LINE を用

いた啓発 

・災害時にペットの防災を考えるためには、まず「自助」

として自分自身が助かることが重要である。

・そのために、参画企業の LINE 福岡と連携して、ハザー

ドマップや地域特性ごとの対策などを確認できる「福岡

市 LINE 公式アカウント」の普及を行った。

ペット用の備蓄食や避難所生活の準備を促すための「ペット

防災グッズコーナー」の設置 

・災害時には、ペット用支援物資は届くまでに時間がかかる場合があり、平時

からの備蓄が重要である。

・そこで、飼育者やペットの備蓄食の購入、ローリングストック（使ったら使

った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料を家に備蓄して

おく方法）を促す「備蓄ウイーク」と連動し、参画企業である市内のホーム

センターに「ペット防災グッズコーナー」を設置した。

・また災害時にはぐれた場合に備え、ペットの種類や名前、ワクチン接種歴、

緊急連絡先等を記入し、持ち歩く「ペット情報カード」を作成、参画企業が

様々な場所で配布を行った。

「ペット防災アクション」のWebページ

ペット情報カードの内容

ペットを連れて避難する様子
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平時からの「適正飼育」の重要性の啓発 

・避難所では主に近隣住民との共同生活になることから、平時より地域の人たちと良好な関係を作る「適正飼育」が重要

である。そこで、参画企業の福岡銀行と連携し、Youtube チャンネルにて「ペットとお金と適正飼育」について啓発

を行った。

3 取組の効果 

・ペット情報カードは、イベント会場や、ホームセンター、動物病院等で配布を行い、配布枚数は 7000 枚を超え、多く

の人に啓発ができたと考えている。

4 取組への想い 

・地元の熊本で発生した熊本地震において、環境省・熊本県と協働で避難所等でのペットと飼い主支援を行った事がきっ

かけとなり、啓発活動を行っている。飼育者とペットの命を守るペット防災を端緒に、飼育者の安全を確保する「自

助」の意識を高めていくこととに加えて、地域の人たちとの関係性を作り、強い地域づくりにつなげる「共助」の実現

を目指していきたいと考えている。

5 防災・減災以外の効果 

・ペット飼育者、自治体、ボランティアへ向けてのペット防災の啓発活動を行って、ペット防災に関する関係人口を増や

している。

・地域の企業と自治体、専門家が連携する事により「正確」で「事実」に基づいた「情報」を多くの人たちへ伝える方法

を確立出来た。

6 現状の課題・今後の展開等 

・各種イベント、ペット防災セミナー等の機会を通じてペット防災の取り組みを進めていく。その過程で、飼い主の自助

意識を育て、ペット関係の防災啓発にとどまらず、災害時の初動や避難生活についても、飼い主やそのコミュニティに

派生させていきたい。

7 周囲の声 

・「ペット情報カードについて、災害に備えてペットの情報を書いておくことは頭になかったので大切なことだと感じ

た。」（プロジェクトのイベント参加者）

・「ペット防災について関心を寄せたことがなかったが、ホームセンターにペットフードを買いに来た際に、ペット防災

グッズコーナーを見てペットの災害対策を考えるきっかけとなった。」（ペット防災グッズコーナーに来たペットの飼

い主）

担当者の声 

防災、減災の取り組みの基本は過去の災害の事実の検証です。 

今後も熊本地震で検証した「事実」を基に、災害時のペット問題の改善に取り組みます。 

問合せ先 動画 サイト URL

一般社団法人 HUG 法人番号：7330005009542 

電話番号：080-5214-0244 

E-Mail：hug0408＠outlook.jp

URL：hug201609.wixsite.com/petbousai 
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